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設置目的

背 景 ●火災時にELVは使わない原則

●高齢化、バリアフリーを非常時にも展開の必要性

●WTCテロで超高層からの避難の困難さの顕在化

●超高層住宅などの建設ラッシュ

火災時の避難にELVを利用できる要件

目 標

２

・煙伝播ルート
・熱による制御系の誤作動

・防火分野の国際的課題

●実火災でELV利用しようとする人5割という現実



組織と検討期間

期 間： ２００３．４～２００５．３

組 織： 防火委員会＋建築計画委員会＋環境工学委員会

エレベータ避難特別研究委員会

避難計画WG 火熱・煙制御WG 運行管制WG
・区画などの計画
・避難誘導計画
・利用者制限

・煙制御手法
・安全性検討手法

・ELVの運行方式
・ELVの防護
・必要情報



検討課題

● 火災時管制の必要性
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避難計画の課題の整理

１ 火災シナリオ ２ 避難シナリオ ３ エレベータ
および昇降路

４ 昇降路の
隣接施設

５ 避難者の
制御方法

６ 情報の
制御方法

（詳細は、火熱・
煙ＷＧの報告を参
照）

１）エレベータ利
用避難の対象者の
設定

１）必要台数 １）乗降ロビー １）エレベータ利
用避難者の制御

１）乗降ロビー内
の情報受送信機能

延焼範囲と速度の
想定

２）対象者間の優
先権

２）必要寸法・形
状 ２）待避区画 ２）非エレベータ

利用避難者の制御
２）カゴ内の情報
受送信機能

想定煙拡大範囲と
速度

３）火災時対応行
動の体制 ３）平面計画 ３）救助用施設 ３）火災状況のモ

ニタリング機能

４）乗降ロビーに
至る避難経路

４）バンクのゾー
ニング

４）乗降ロビーに
至る避難経路

５）エレベータ利
用避難終了階

５）非常用電源の
容量

５）エレベータ利
用避難終了階での
滞留場所

６）避難時間の計
算方法

６）エレベータ利
用避難が可能であ
ることの明示

６）消防隊等の進
入経路

７）待ち時間の許
容時間



火災シナリオ

エレベータ避難による時間 ： 30～60分（病院）

火災初期 ：避難中で区画開放 →乗降ロビーを守る

火災進展時 ：防火区画閉鎖 →乗降ロビーを守る

盛期火災時 ：ELVシャフト・竪穴区画を守る



避難誘導の要件

●利用者の制限 医療施設 ： 区分

集合住宅 ： 届出などの工夫
（要救助者）

一般 ： 誘導員による制限

●管理員による現場での誘導

ELV利用者の誘導
パニック防止（誘導、情報提供）
ELVの操作



■乗降ロビーを防火区画

ELV乗降ロビーの配置の要件

遮熱性
遮煙性
遮炎性

■乗降ロビー前に緩衝空間

■乗降ロビーは居室に直面させない
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■最終避難路の併設
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規模、煙制御条件の算定

●避難時間算定 ： 特に規定はしない

Tstart＝２√（Afloor） ＋ １８０

Tｈ＝－32 + Pt／Pn ＋ 0.15Afloor

Tstart:避難開始時間 （ｓ）
Th:水平避難時間 （ｓ）
Afloor：階面積（機械室等を除く） （ｍ２）
Pt:要救助者数 (人）
Pn:救助者数 (人）

●避難終了時間 ： ELV運行シミュレーションによる



乗降ロビーの火熱・煙制御の条件

■火勢抑制や開口部閉鎖に対
して確実性の高い計画

■一部不都合発生した条件

■給気量算定は，盛期火災時
を想定
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乗降ロビーの煙制御手法

ELVシャフト加圧防煙方式

エレベータの運行による風圧の検討
シャフトの漏気量の検討

計算手法を示すが、一般的には適用は難しい



風量の算定手法

●簡易計算法１ 廊下温度の簡易計算による方法

●簡易計算法２ 廊下温度をパラメータを使った簡易計算

●精算法 非定常シミュレーション
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運行管制方式

●必要台数、管制方式
運行の簡易シミュレーション手法

運行状況を各階に情報伝達手段

●ELV設備 水からの防護

●運行 誘導員による運行制御

非常用電源の容量



運行シミュレーションによる避難時間算定



エレベータ避難の要件のまとめ

■ 区画構成 ・乗降ロビーは居室から２重の防火区画

■ 煙制御 ・少なくとも１重目は区画開放を条件

・乗降ロビーの給気加圧防煙

■ 運行管制 ・誘導員によるマニュアル運行が原則

■ 利用者 ・避難誘導員による制限

・不測の事態のためのルートを確保

■ 計算手法 ・簡易計算手法の例示



今後の課題

●区画次数（緩衝空間）、設定条件が厳しすぎないか？

●利用者の制限は可能か？

●運行状況、避難状況の情報伝達は可能か？

●ELV設備の仕様、運行管制 ： ELV工業会への投げかけ

■ 実現性の検討

■ 今後の予定

●まとめと実現性の検討 ：防火委員会にWGを設置

●関係機関との協議 ： 国交省、消防庁、火災学会、など


